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水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎�

墨
友
会
「
作
品
展
」

▼
期
間
＝
4
月
7
日（
火
）～
26
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※�

月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館
　
☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
文
化
協
会

作
品
展
示
日
程

　
水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
4
月
24
日
（
金
）
ま
で
▼
時

間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）
▼
会
場

＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
写
友
す
い
ば
ら（
写
真
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎�

語
り
劇
（
花
嫁
行
列
）

▼
日
時
＝
4
月
10
日
（
金
）
午
後
1
時
～

▼
出
演
＝
末
広
座
（
新
潟
市
江
南
区
）

◎�

歌
と
踊
り
の
歌
謡
シ
ョ
ー

▼
日
時
＝
4
月
12
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘
　
☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

水
原
郷
病
院

４
月
か
ら
常
勤
医
師
4
人

が
新
た
に
赴
任
し
ま
す

◎
内
科

▼
医
師
名
等
＝
長
谷
川
康
太
郎
医
師

（
総
合
医
・
前
新
潟
医
療
セ
ン
タ
ー
内

科
部
長
）

▼
診
療
日

・�

月
曜
、
木
曜
、
金
曜
…
午
前
診
療
（
午

前
9
時
～
）

◎
皮
膚
科

▼
医
師
名
等
＝
伊
藤
雅
章
医
師
（
前
新

潟
大
学
皮
膚
科
学
分
野
教
授
）

▼
診
療
日

・�

月
曜
…
午
後
診
療
（
午
後
2
時
～
、

要
予
約
）

・�

火
曜
、
金
曜
…
午
前
診
療
（
午
前
9

時
30
分
～
）

◎
産
婦
人
科

▼
医
師
名
等
＝
市
川
香
也
医
師
（
前
新

潟
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
医
長
）

▼
診
療
日

・�

月
曜
、
水
曜
、
木
曜
…
午
後
診
療
（
午

後
1
時
30
分
～
）

・�

火
曜
…
午
前
診
療
（
午
前
9
時
～
）

※
水
曜
は
１
か
月
健
診
の
み
実
施
。

◎
外
科

▼
医
師
名
等
＝
野
澤
昌
代
医
師
（
新
潟

大
学
形
成
外
科
学
分
野
所
属
）

▼
診
療
日
＝
入
院
患
者
の
診
療
を
中
心

◎
そ
の
他

　
神
経
内
科
の
佐
々
木
彰
一
非
常
勤
医

師
が
3
月
23
日
か
ら
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
（
予
約
・
紹
介
状
不
要
）。

▼
診
療
日

・�

月
曜
…
午
前
10
時
～

・�

火
曜
…
午
前
9
時
～

※�

水
曜
、
金
曜
は
大
学
医
が
診
療
を
行

い
ま
す（
午
前
9
時
～
、紹
介
状
必
要
）。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
郷
病
院
　

☎
62
‐
２
７
８
０

み
ん
な
で
健
診
を
受
け
よ
う
！

20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ
ン

ト
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
成
人
の
門
出
を
祝
し
、
健
診
を
無
料

で
実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

・�

5
月
3
日
（
日
・
祝
）
午
後
3
時
～
5
時

・�

5
月
4
日
（
月
・
祝
）
午
後
3
時
～
5
時

　（
成
人
式
終
了
後
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
「
ア
リ
ー
ナ
」

▼
内
容
＝
血
液
検
査
、
血
圧
測
定
、
問
診

▼
そ
の
他
＝
成
人
式
当
日
は
、
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
成
人
式
前
日
を
お
勧
め

し
ま
す
。
受
診
し
た
人
に
は
粗
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
６
２
１
）

■日時＝５月４日（月・祝）

　午後 1 時～午後 1 時 45 分受付　

　午後 2 時～式典　※終了後記念撮影（地区別）

■会場＝水原総合体育館「アリーナ」

■�対象＝平成 6 年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日生ま

れの人

※ �3 月 1 日現在で市内に住所を登録している人には、

3 月中旬に案内はがきを郵送しました。まだ届いて

いない場合は、生涯学習課まで連絡をお願いします。

※�市内に以前住所を有していた人や 3 月 2 日以降に

転入した人も出席できます（該当者には、皆さん

からも声掛けをお願いします）。

■�保育ルーム＝ 6 か月以上のお子さんが対象です。

希望する場合は、4 月 17 日（金）までに連絡くだ

さい。保育協力費は 100 円／人です。（当日徴収）

■来場する際のお願い

・�会場の駐車場には限りがあります。できるだけ乗

り合わせておいでください。

・�成人者・観覧者は、市役所正面駐車場、旧いおか

駐車場、国道沿い駐車場をご利用ください。

・�場内は一方通行となりますので、ご注意ください。

・�体育館前の乗降車は、大変混雑します。送迎の際は、

速やかに車両を移動するよう協力をお願いします。

・��関係者以外の駐車は控えるよう協力をお願いしま

す。

■�その他＝家族の人は、会場 2 階で観覧できます。

■問い合わせ＝生涯学習課

平成 27 年度　阿賀野市成人式のご案内

催　
　

し

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
4
月
12
日
（
日
）
午
前
11
時

～
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴

史
資
料
館
　

☎
63
‐
１
７
２
２

安 田 支 所  ☎ 68 ー 3000
農 業 委 員 会  ☎ 68 ー 3238
安 田 公 民 館・体育館  ☎ 68 ー 3006

京 ヶ 瀬 支 所  ☎ 67 ー 2111
市 立 図 書 館  ☎ 67 ー 2500

阿賀野市役所  ☎ 62 ー 2510
水原総合体育館  ☎ 62 ー 0656
水 原 公 民 館  ☎ 62 ー 2028
水 原 郷 病 院  ☎ 62 ー 2780
上 下 水 道 局  ☎ 62 ー 2159
消 防 本 部  ☎ 62 ー 2058

笹 神 支 所  ☎ 62 ー 4141
学 校 教 育 課  ☎ 62 ー 2790
生 涯 学 習 課  ☎ 62 ー 5322
笹 神 体 育 館  ☎ 61 ー 2111
ふれあい会館  ☎ 63 ー 8019     

お知らせお知らせ
主
　
要
　
連
　
絡
　
先

☆市内の桜名所

五頭山麓うららの森、新江用水路桜並木、瓢湖湖

畔、天朝山公園、村杉共同露天風呂、国道 290 号

大日原付近、五頭山麓いこいの森、賽の河原公園、

下里桜づつみ公園、梅護寺の珠数掛ザクラ、久保

山水きん公園、赤松山森林公園

　■日時＝ 4 月 19 日（日）午前 9 時 30 分～午後 4 時

　■場所＝新江用水路桜並木　安田浄化センター広場

☆夜間ライトアップします
4 月 11 日（土）～ 26 日（日）午後 6 時 30 分～ 9 時

村杉共同露天風呂、新江用水路桜並木下流部、瓢湖

湖畔（ぼんぼりも設置）、天朝山公園

※�場所によりライトアップの開始日は異なります。

◎新江さくらコンサート

◎芸能発表（民踊、よさこい など）

◎安田花見鍋（有料）

◎阿賀野市特産品の販売

◎うんめもん市（焼きそば、おでんなどの販売）

◎花よりだんご・まき（午後 3 時ごろ）

◎防火ＰＲ（消防車両の展示、濃煙体験、防災機器の展示、防災グッズの配布 など）

※�両岸で交通規制を行います。（午前 7 時～午後 6 時）

　■規制場所＝安田浄化センター前の新江用水路上下流部約 800m（誘導員の指示に従ってください）

■主催＝アースシンフォニーヤスダ実行委員会

 期間：4月 11 日（土）～ 26 日（日）
■主催＝阿賀野市観光協会

■問い合わせ＝商工観光課（内線 341・343）

新江さくらまつり

瓢湖桜まつり

■問い合わせ＝㈲お菓子の龍宝堂　☎ 68-2234

☆桜まつりスタンプラリーの開催

・�4 月 19 日（日）、新江さくらまつり「安田浄化セ

ンター広場」、瓢湖桜まつり「白鳥観察舎」、五頭

山麓うららの森「売店」の 3 会場で桜まつりのス

タンプを集めると、抽選で 20 人に阿賀野市特産

品をプレゼントします。抽選場所は、瓢湖桜まつ

り「白鳥観察舎」です。（午前 10 時～午後 3 時）

・�各会場でスタンプを集めると、次の特典があります。

①�新江さくらまつり会場：先着 200 人にヤスダ

ヨーグルトまたは牛乳をプレゼント

②�瓢湖桜まつり会場：先着 100 人に季節のお菓子

をプレゼント

③�五頭山麓うららの森会場：先着 200 人にソフト

クリーム 50 円引き

◎さくら湯サービス、水原銘菓・コンニャクおでんなどの販売

　（水原商工会女性部　☎ 62-2047）

◎ごずっちょ最
も

中
なか

など阿賀野市特産品の販売（瓢湖物産会 )

　■日時＝ 4 月 19 日（日）午前 10 時～午後 3 時

　■場所＝瓢湖湖畔

阿賀野市桜まつり
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①安田瓦普及助成事業

目的
安田瓦の普及促進を図るため、新築建物、リフォーム工事において安田瓦を使った人に

対して、瓦代金の補助を行います。

補助対象者

（右の条件を全て満

 たす人）

(1)�市内に住所を有している人、または市内に住所を有する予定である人。

(2)�市税、国民健康保険税、下水道受益者負担金等を滞納していない人。

(3)�この補助金の交付を平成 27 年度に受けていない人。

(4)�工事において発生した廃棄物等を適正な方法で処理する人。

(5)�平成 28 年 3 月 31 日までに工事が完了する人。

補助対象瓦等

(1)�市内で製造・販売された安田瓦。

(2)�使用する瓦の価格が 20 万円以上であること。

(3)�市内に建築またはリフォームする建物（住宅以外も可）。

※�瓦代金（税込み）のみ補助金対象です。工事費などその他の経費は補助金対象外です。

補助金額 使用した瓦の価格の 10 分の 1。ただし、10 万円を限度とする。

その他
屋根工事着工前に申請し、交付決定を受けてください。着工後の申請は補助金の対象と

なりません。

②住宅用太陽光発電システム設置費補助事業

目的

市の住宅用太陽光発電システムの普及促進を図り、クリーンエネルギーを積極的に利用

するまちづくりを推進するため、住宅用太陽光発電システム（以下、「システム」という）

を設置した人に対して、補助を行います。

補助対象者

（右の条件を全て満

 たす人）

(1)�自ら居住または居住する予定の市内の住宅にシステムを設置しようとする人。（店舗

等との併用住宅の場合は住宅部分の床面積が延べ面積の 2 分の１以上であること。

(2)�市税、国民健康保険税、下水道受益者負担金等を滞納していない人。

(3)�システム設置工事の一部（※①）または全部を市内の事業所に発注する人。

※①については、次の工事のいずれかとします。

　�電気工事…太陽電池モジュールおよび架台以外のシステム機器の取り付け・配線工事。

住宅の分電盤から太陽電池モジュール側の配線接続工事。

　屋根工事…瓦除去工事、架台の取り付け工事の全部。

　太陽電池モジュール設置工事。

(4)�平成 28 年 3 月 31 日までに、自ら電力会社と電力受給契約を結ぶ人。

(5) この事業による補助金の交付を受けたことがない人。

補助対象システム

（右の条件を全て満

 たすシステム）

(1)�住宅の屋根等に設置する太陽電池による発電設備で、低圧配電線と逆潮流ありで連

係したものであること。

(2)�太陽電池の最大出力値が 10 キロワット未満のシステムであること。

(3)�未使用品であること。（中古品やリース契約のものは対象外）

補助金額 5 万円×公称最大出力の合計値（キロワット）。ただし、20 万円を限度とする。

その他
システム設置工事前に申請し、交付決定を受けてください。着工後の申請は補助金の対

象となりません。

お
知
ら
せ

補
助
し
ま
す
!!

安
田
瓦
の
使
用
や
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　
市
で
は
、
地
場
産
業
の
活
性
化
や
景

気
・
雇
用
回
復
対
策
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
を
図
る
た
め
、
今
年
度

も
2
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
事
業

①
安
田
瓦
普
及
助
成
事
業

②�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
事
業

※�

安
田
瓦
普
及
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
地
場
産
瓦

普
及
助
成
事
業
か
ら
の
変
更
事
業
で

す
。
助
成
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
住
宅

の
み
で
し
た
が
、
店
舗
、
作
業
場
、

車
庫
等
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

▼
受
付
開
始
日
＝
4
月
1
日
（
水
）

※�

土
曜
・
日
曜
・
年
末
年
始
・
祝
日
を

除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
。

※�

予
算
枠
に
達
し
た
場
合
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

▼
募
集
要
項
等

　
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

募
集
要
項
（
申
請
様
式
等
）
は
、
商
工

観
光
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

商
工
振
興
係
（
内
線
３
４
４
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

▼
受
付
開
始
日
＝
4
月
1
日
（
水
）

※�

予
算
枠
に
達
し
た
場
合
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

※�

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時

点
で
着
手
し
て
い
る
工
事
や
申
請
手

続
き
中
に
着
手
す
る
も
の
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
補
助
対
象
者
＝
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
。

・�

阿
賀
野
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

有
す
る
人（
空
き
家
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
、
市
内
に
定
住
す
る
予
定
の
市

外
在
住
者
を
含
む
）。

・�

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
下
水
道
受

益
者
負
担
金
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
分
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

※�

過
去
に
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け
た

人
や
住
宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
対
象
住
宅

・�

補
助
対
象
者
が
市
内
に
所
有
す
る
一

戸
建
て
住
宅
で
、
自
ら
居
住
し
て
い
る

も
の
（
共
同
住
宅
、賃
貸
住
宅
は
除
く
）。

・�

個
人
が
定
住
を
目
的
と
し
て
再
生
す

る
市
内
の
空
き
家
住
宅
。

・�

店
舗
・
事
務
所
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

住
宅
部
分
の
み
補
助
対
象
と
す
る
。

※�

火
災
警
報
器
の
設
置
や
下
水
道
へ
の

接
続
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
工
事
＝
工
事
費
が
20
万
円

以
上
で
、
次
の
よ
う
な
工
事
。

・�

住
宅
の
修
繕
、
補
修
、
改
修
、
増
築

や
壁
紙
の
張
り
替
え
、
屋
根
や
外
壁

の
塗
り
替
え
。

・�

住
宅
の
防
犯
用
設
備
や
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
等
に
よ
る
防
犯
機
能
の
付
加
・

強
化
。

・�

下
水
道
へ
の
切
り
替
え
や
屋
根
の
ふ

き
替
え
。

▼
施
工
業
者
＝
市
内
に
主
な
事
業
所

（
本
社
）
を
有
し
、
継
続
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
者
。

▼
補
助
金
額
＝
補
助
対
象
工
事
費
の

20
％
。
た
だ
し
、
30
万
円
を
限
度
額
と

し
ま
す
。

▼
様
式
等
の
入
手
方
法
＝
詳
し
い
要
項

や
様
式
等
は
、
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
建

設
課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線

３
１
７
・
３
１
８
）

虹
の
架
け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業

補
助
金
額
を

大
幅
に
拡
充
し
ま
す

　
市
で
は
、
子
育
て
世
代
お
よ
び
多
世

代
の
定
住
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

内
に
住
宅
を
取
得
す
る
人
に
対
し
て
支

援
す
る
「
虹
の
架
け
橋
住
宅
取
得
支
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
補
助
金
額
を
大
幅
に
拡
充

し
、
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

・�

転
入
者
…
最
高
１
０
０
万
円
（
こ
れ

ま
で
は
、
最
高
50
万
円
）

・�

市
内
在
住
の
人
…
最
高
70
万
円
（
こ

れ
ま
で
は
、
最
高
30
万
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

都
市
計
画

建
築
係
（
内
線
３
１
７
・
３
１
８
）

新
入
学
（
園
）
児
を
守
る

交
通
安
全
週
間

▼
実
施
期
間

　
4
月
6
日
（
月
）
～
12
日
（
日
）

▼
運
動
の
重
点

○�

新
入
学
（
園
）
児
等
に
対
す
る
交
通

安
全
指
導
の
徹
底

○
保
護
者
等
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

○
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保

　
い
よ
い
よ
新
入
学
（
園
）
期
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
学
校
に
通
う
姿
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
挙
げ
る
小
さ

な
手
を
見
つ
け
た
ら
、
車
を
停
止
さ
せ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
最
後
ま
で
横
断

が
終
わ
る
の
を
待
つ
な
ど
、
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※�

新
学
期
が
始
ま
る
4
月
6
日
（
月
）

か
ら
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
　
ー
阿
賀
野
市
・
阿
賀
野
警
察
署
・

　
　
　
阿
賀
野
市
交
通
安
全
協
会
ー

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　「
な
ん
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な

い
」「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事

に
就
く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心

し
て
気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ

り
の
場
で
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

※�

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
～
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
～
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の
　
蛭え

び

子す

　
☎
62
‐

０
６
４
９

　市内でいろいろと使えてお得な「プレミアム商

品券」を発行します。ぜひ、お買い求めください。
■�販売開始日＝ 4 月 26 日（日）
■�販売時間＝各販売場所の営業時間によりま

す。ただし、各商工会は初日のみ午前 9 時～

午後 4 時の販売となります。

　※なくなり次第、販売終了。
■�販売場所＝各商工会、㈱白善商店、ウインディ

安田ショッピングセンター内サービスカウン

ター、㈱渋谷商店、市役所（※ 4 月 27 日（月）

から販売。支所での販売は行いません）
■�販売価格＝１セット１万円（千円券× 11 枚

つづり、千円お得です）
■�購入限度額＝ 1 人 10 セット（10 万円）まで

　※�今回から、本人・代理購入にかかわらず 1

人 10 万円が購入限度となります。
■�利用限度額＝ 1 回 50 万円まで
■�有効期間＝ 4 月 26 日（日）～ 6 月 30 日（火）

　※期限後は無効。
■�使用事業所等＝市内取扱加盟店でのみ使用可

能。「買い物」「車の購入・車検」「住宅等の

増改築・下水道工事」「家電の購入」「宴会や

温泉での保養」など多目的に利用できます。

　※�利用店舗は、詳細が決まり次第、新聞折り

込みチラシ等でお知らせします。
■問い合わせ

　・安田商工会　☎ 68-2208　Ⓕ 68-3515

　・京ヶ瀬商工会　☎ 67-2743　Ⓕ 67-2178

　・水原商工会　☎ 62-2047　Ⓕ 62-7007

　・笹神商工会　☎ 62-4563　Ⓕ 62-7924

発行総額３億３千万円！

 プレミアム商品券を
発行します  

FM 76.1MHz
	

　　　　　　　　災害時には、FM にいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。
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お
知
ら
せ

老
朽
化
消
火
器
の
一
斉
回
収

▼
期
間
＝
4
月
1
日（
水
）～
7
日（
火
）

▼
回
収
場
所
＝
市
消
防
本
部
・
か
が
や

き
分
署

▼
引
き
取
り
料
＝
１
５
０
０
円
／
本

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
消
防
本
部 

予
防
係

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

ご
み
の
野
外
焼
却

　
家
庭
や
事
業
所
等
か
ら
出
た
ご
み

を
、
畑
や
空
き
地
な
ど
野
外
で
焼
却
す

る
「
野
焼
き
」
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
は
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
事
業
系
ご
み
は
環

境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
か
、
許
可
業

者
へ
処
分
を
委
託
す
る
な
ど
し
て
、
適

正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
定
の
構
造
基
準
を
満
た
さ
な
い
焼

却
炉
は
、使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
野
焼
き
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す

　
違
反
す
る
と
、
5
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

法
人
の
場
合
は
、
3
億
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◎
野
焼
き
禁
止
の
例
外

　

次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
も
む
や
み
に
焼
却
し
て
よ
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。風
の
向
き
や
強
さ
、

時
間
帯
に
よ
り
周
囲
の
生
活
環
境
に
影

響
が
生
じ
る
場
合
は
、
生
活
環
境
の
保

全
や
火
災
予
防
の
観
点
か
ら
指
導
等
を

行
い
ま
す
。

▼
例
外
行
為

・�

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管

理
の
た
め
に
行
う
必
要
な
焼
却
。

・�

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却
。

・�
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

の
た
め
の
焼
却
（
さ
い
の
神
な
ど
）。

・�

農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得
な
い

焼
却
（
害
虫
駆
除
な
ど
）。

・�

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ

る
軽
微
な
焼
却
（
た
き
火
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
な
ど
）。

◎�

野
焼
き
の
被
害

　
野
焼
き
は
、
大
気
汚
染
や
悪
臭
の
発

生
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
、
私
た
ち

の
健
康
や
生
活
、
環
境
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
市
役
所
に
は
、
毎
年
多
く
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
よ

う
な
野
焼
き
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

市
民
生
活
課 

環
境
係
（
内
線

２
１
５
・
２
１
７
）

・�

市
消
防
本
部 

予
防
係

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成
27
年
度
保
険
料
率
を

据
え
置
き
ま
す

◎�

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　
保
険
料
率
は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療

給
付
費
を
推
計
し
、
若
い
世
代
と
高
齢

者
世
代
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
都
道
府

県
単
位
で
2
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。

　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
加
入
者
の
負
担
を
で
き
る
限
り

抑
え
る
た
め
、
基
金
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
を

前
年
度
と
同
じ
く
据
え
置
き
ま
す
。

　
新
潟
県
の
軽
減
後
の
1
人
当
た
り
保

険
料
は
、
年
額
4
万
２
９
７
２
円
（
全
国

43
番
目
）
で
、
東
京
都
の
9
万
７
１
０
４

円
（
全
国
1
番
目
）
に
比
べ
低
く
、
均
等

割
額
お
よ
び
所
得
割
額
に
つ
い
て
は
、
全

国
47
番
目
と
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
保
険
料
が
低
位
で
推
移
で
き

る
よ
う
、
適
度
な
運
動
の
継
続
や
市
の

健
診
を
受
け
る
な
ど
健
康
づ
く
り
に
対

し
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

医
療
費
の
財
源
と
保
険
料
に
つ
い
て

　
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
や
加
入
者
へ

療
養
費
な
ど
を
支
払
う
た
め
の
大
切
な

医
療
費
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
う
ち
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
自
己
負
担
額
を
除
い
た
分
（
医
療
給

付
費
）
は
、
加
入
者
の
保
険
料
で
約
1

割
、
若
い
世
代
の
健
康
保
険
か
ら
の
支

援
金
で
約
4
割
、
公
費
で
5
割
を
負
担

し
て
い
ま
す
。
保
険
料
率
は
、
医
療
給

付
費
の
約
1
割
を
加
入
者
の
保
険
料
で

ま
か
な
え
る
よ
う
に
算
定
し
ま
す
。

▼
年
間
保
険
料
額

均
等
割
額（
1
人
当
た
り
3
万
５
３
０
０

円
）
＋
所
得
割
額
（
前
年
中
の
総
所
得

金
額
等
‐
基
礎
控
除
額
33
万
円
）
× 

所
得
割
率
7
・
15
％

※�

限
度
額
は
、
平
成
26
年
度
と
同
じ

57
万
円
で
す
。

◎�

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

▼
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
割
合

は
、
同
一
世
帯
内
の
加
入
者
お
よ
び
世

帯
主
（
加
入
者
で
な
い
人
も
含
む
）
の

所
得
の
合
計
金
額
を
基
に
判
定
し
ま
す
。

軽減
割合

軽減後の
均等割額
( 年額 )

世帯の加入者全員と世帯主（加入者
でない人も含む）の所得合計金額が
下記の基準を超えない世帯

9 割 3,500 円
33 万円以下の世帯で、加入者全員が
所得 0 円、かつ年金収入年額が 80
万円以下

8.5 割 5,200 円 33 万円以下

5 割 17,600 円 33 万円＋（加入者数× 26 万円）以下

2 割 28,200 円 33 万円＋（加入者数× 47 万円）以下

▼
所
得
割
額
の
軽
減

　
加
入
者
本
人
の
総
所
得
金
額
等
か
ら

基
礎
控
除
額
33
万
円
を
引
い
た
額
が

58
万
円
以
下（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

年
金
収
入
年
額
２
１
１
万
円
以
下
）
の

人
は
、
所
得
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。

▼
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
の
軽
減

　

加
入
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な

ど
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
は
、均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ
、

所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
年
間
保

険
料
額
は
３
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※�

平
成
27
年
度
の
保
険
料
の
通
知
は
、

7
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合 

業
務
課
　
☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐

３
２
２
２

・�

健
康
推
進
課 

後
期
高
齢
係
（
内
線

２
２
３
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
4
月
20
日
（
月
）
～
23

日
（
木
）
午
前
8
時
～
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
4
月
20
日
（
月
）、

21
日
（
火
）
午
前
6
時
～
午
後
9
時

（
早
朝
・
夜
間
飛
行
あ
り
）

◎�

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
病
気

狂
犬
病
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．�

自
分
の
犬
は
感
染
し
な
い
か
ら
大

丈
夫
？

Ａ
．�

狂
犬
病
は
全
て
の
哺
乳
類
に
感
染

す
る
と
い
わ
れ
、
犬
以
外
の
動
物
か

ら
感
染
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
は
毎
年
3
万
人
以
上
の
人

が
狂
犬
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．�

自
分
の
犬
は
か
ま
な
い
か
ら
大
丈

夫
？

Ａ
．�

市
内
で
は
、
毎
年
数
十
件
の
犬
の

脱
走
事
件
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
大

き
な
音
に
驚
い
た
の
が
原
因
で
す
。

普
段
は
お
と
な
し
い
犬
で
も
違
う

姿
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．�

感
染
し
て
も
治
療
す
れ
ば
大
丈
夫
？

Ａ
．�

狂
犬
病
は
治
療
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。
発
病
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
亡
し
ま
す
。
日
本
で
も
平
成
18

年
に
2
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
罰
則
は
あ
る
の
？

Ａ
．�

犬
の
登
録
を
し
な
い
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
い
飼
い
主

に
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
他
県
で
狂
犬
病
予
防
法

違
反
に
よ
る
検
挙
例
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．�

病
気
・
老
齢
で
元
気
が
な
い
犬
は

注
射
を
受
け
な
く
て
も
い
い
の
？

Ａ
．�

自
分
で
判
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
、
獣
医

師
か
ら
「
猶
予
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■日時・会場

地区 期日 会場 時間

安田地区

5 月 08 日（金）

小松頭首工車庫 午前 10 時～ 10 時 20 分

六野瀬営農改善センター 午前 10 時 50 分～ 11 時 30 分

小浮本村集落センター 午後 1 時 20 分～ 2 時

寺社担い手センター 午後 2 時 30 分～ 3 時

5 月 12 日（火）
篭田多目的集会場 午前 10 時 30 分～ 11 時 10 分

安田体育館 午後 1 時 30 分～ 3 時

笹神地区
5 月 13 日（水）

出湯保育園前 午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分

大室公会堂 午前 11 時～ 11 時 30 分

コミュニティセンターささかみ荘 午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

5 月 15 日（金） 笹神支所駐車場 午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

京ヶ瀬地区 5 月 19 日（火）

駒林・五郎巻地区分館 午前 9 時 40 分～ 10 時 10 分

京ヶ瀬駅前 午前 10 時 40 分～ 11 時 30 分

京ヶ瀬支所 午後 1 時 30 分～ 3 時

水原地区

5 月 20 日（水）

分田農村環境改善センター 午前 9 時 30 分～ 10 時 10 分

堀越地区農業活性化センター 午前 10 時 40 分～ 11 時 30 分

市役所 車庫棟 午後 1 時 30 分～ 3 時

5 月 22 日（金）
水原公民館 午前 10 時～ 11 時 30 分

福祉会館 午後 1 時 30 分～ 3 時

平成 27 年度　狂犬病予防集合注射

　狂犬病予防集合注射を下表のとおり実施します。

　犬の飼い主は、毎年、犬に狂犬病の予防注射を受け

させなければなりません。

　犬の登録をしている人には、お知らせのはがきを 4

月中に送付します。はがきを持って来場ください。

　会場では、犬の新規登録も受け付けます。

※�生後 91 日以上の犬の飼い主は、

狂犬病予防法で登録（終生 1 回）

と注射（毎年 1回）が義務付けら

れています。

■当日持参するもの

《登録済みの場合》

　①通知はがき（問診欄を記入・押印）

　②料金 3,200 円

　　（注射料金 2,650 円＋注射済票交付手数料 550 円）

　　※�新潟県獣医師会の決定により、今年度から注

射料金が改定されました。（2,550 円→ 2,650 円） 

《新規登録の場合》

　①印鑑②料金 6,200 円（上記料金＋登録手数料 3,000 円）

■問い合わせ＝市民生活課 環境係（内線 278）

◎�問診欄は必ず記入し、犬の健康状態や体質に不安が

ある場合は獣医師に申し出てください。

◎�首輪が抜けないよう、リードを短く持ってください。

◎�料金は会場で徴収します。つり銭が出ないよう協力

をお願いします。

◎�毎年 4月～ 6月は、狂犬病予防注射の実施期間です。

集合注射を利用しない人は、動物病院で注射を受け

させてください。

◎�飼い犬が死亡した場合は、必ず届け出てください。

◎�新潟県は外国から貨物船が多く入港するため、狂犬

病に感染した動物が侵入する可能性が高い地域で

す。狂犬病から愛犬と家族を守るため、予防注射は

必ず受けましょう。
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第 6 期（平成 27 ～ 29 年度） 参考：第 5 期（平成 24 ～ 26 年度）

所得段階 調整率 対象者

保険料（円）

月額

（年額）

所得段階 調整率

保険料（円）

月額

（年額）

新第１段階
基準額の

50％ ※

生活保護受給者または住民税非課税世

帯（課税年金収入等が 80 万円以下）

3,143

（37,700）

第 1 段階

第 2 段階

基準額の

50%

2,793

（33,516）

新第２段階
基準額の

75％

住民税非課税世帯 ( 課税年金収入等が

80 万円超 120 万円以下 )

4,715

（56,500）
第 3 段階

基準額の

75%

4,190

（50,280）
新第３段階

基準額の

75％

住民税非課税世帯

（課税年金収入等が 120 万円超）

4,715

（56,500）

新第４段階
基準額の

90％

本人住民税非課税者

（課税年金収入等が 80 万円以下）

5,658

（67,800）
第 4 段階 1

基準額の

95%

5,307

（63,684）

新第５段階 基準額
本人住民税非課税者

（課税年金収入等が 80 万円超）

6,286

（75,400）
第 4段階 2 基準額

5,586

（67,032）

新第６段階
基準額の

120％

本人住民税課税者

（本人所得が 120 万円未満）

7,544

（90,500）

第 5 段階
基準額の

125%

6,983

（83,796）
新第７段階

基準額の

130％

本人住民税課税者

（本人所得が 120 万円以上 160 万円未満）

8,172

（98,000）

新第８段階
基準額の

140％

本人住民税課税者

（本人所得が 160 万円以上 190 万未満）

8,801

（105,600）

新第９段階
基準額の

150%

本人住民税課税者

（本人所得が 190 万円以上 230 万円未満）

9,429

（113,100）

第 6 段階
基準額の

150％

8,379

（100,548）
新第 10 段階

基準額の

160%

本人住民税課税者

（本人所得が 230 万円以上 290 万円未満）

10,058

（120,600）

新第 11 段階
基準額の

170%

本人住民税課税者

（本人所得が 290 万円以上）

10,687

（128,200）

お
知
ら
せ

水
原
中
学
校

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が

利
用
で
き
ま
す

　
水
原
中
学
校
の
工
事
が
終
了
し
、
敷

地
外
周
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
約

８
３
０
ｍ
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
の
で
、
学
校
の

授
業
や
部
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課 

施
設
係

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

表
彰
を
創
設

　
市
で
は
、4
月
か
ら
「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
特
別
賞
表
彰
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
芸
術
・
科

学
・
教
育
等
の
文
化
活
動
の
振
興
発
展

に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
、
ま
た
は
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
等
の
大
会
に
出

場
し
て
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
残
し
た

個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
創
設
に
伴
い
、「
ス
ポ
ー

ツ
大
会
出
場
選
手
激
励
費
」
は
、
平
成

26
年
度
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課 

市
民

ス
ポ
ー
ツ
係

4 月から介護保険料が変わります
　介護保険制度は、住み慣れた地域で安心して自立

した生活を送れるように、社会全体で支えていこう

という仕組みです。

　市が策定する介護保険事業計画は、3 年ごとに見直

され、平成 27 年度は第 6 期計画の１年目となります。

　この計画により、4 月から介護保険料の基準額は、

月額 5,586 円から 6,286 円へ変更となります。

　また、所得段階は、よりきめ細かな対応をするた

め、7 段階から 11 段階へと細分化し、4 月の暫定賦

課から適用します。

　なお、第 6 期計画の内容については、順次、広報

あがの等に掲載し、皆さんにお知らせします。

■�問い合わせ＝高齢福祉課 介護保険係（内線 255・

219）

※新第 1 段階の調整率は、本算定時（7 月）に軽減強化が図られる予定です。

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
、

土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿

閲
覧
・
縦
覧
を
行
い
ま
す

　
固
定
資
産
税
に
対
す
る
納
税
者
等
の

皆
さ
ん
の
信
頼
を
得
る
と
と
も
に
、
固

定
資
産
評
価
額
等
の
確
認
や
判
断
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
行
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
4
月
1
日（
水
）～
30
日（
木
）

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分	

▼
場
所
＝
税
務
課
・
各
支
所

◎
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納
税
義
務
者

お
よ
び
借
地
借
家
人
等
は
、
対
象
と
な

る
固
定
資
産
が
記
載
さ
れ
た
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
必
要
書
類

・
所
有
者
以
外
…
委
任
状

・
借
地
借
家
人
…
賃
借
契
約
書
類

・�

本
人
確
認
で
き
る
も
の
…
免
許
証
、

保
険
証
等

◎
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
所
在
・
種
類
・
面

積
・
価
格
」
を
記
載
し
た
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す
。

※�

宅
地
は
、
路
線
価
お
よ
び
地
域
ご
と

の
標
準
的
な
価
格
を
記
載
し
た
書
面

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課 

資
産
税
係

（
内
線
６
６
２
・
６
６
３
・
６
８
３
）

■�納税方法＝納税通知書により現金で納める方法と、

口座振替で納める方法があります。口座振替の場合

は、納期限の前日までに残高を確認してください。 

残高不足で振替できなかった場合は、「再振替通知

書」を送付し、翌月の 15 日（土曜・日曜・祝日の

場合はその翌営業日）に、1 回限り再度振替します。

※�口座振替の登録がある人の納税通知書には、「口座

名義人」「口座番号」等、振替口座の情報が明記し

てありますので確認ください。

■�督促状の発送＝納期限を過ぎても納めていない場

合、または口座振替で再振替できなかった場合は、

納期限後 20 日以内に督促状を発送します。

■�口座振替を希望する人へ＝納税通知書、金融機関の

通帳・届出印および申込者の認印を持参し、市役所・

各支所または下記の金融機関等で申し込みくださ

い。申し込んだ翌月の納期分から口座振替となりま

す（ゆうちょ銀行・郵便局も可）。平成 26 年度中

に納税義務者の変更があった場合、口座振替情報の

引き継ぎは行いません。口座振替を希望する人は、

あらためて登録手続きをお願いします。

■�納付できる金融機関等＝市役所・各支所、第四銀行、

北越銀行、大光銀行、さくらの街信用組合、加茂信

用金庫、北蒲みなみ農業協同組合、ささかみ農業協

同組合、新潟県労働金庫、新潟・長野県内のゆうちょ

　銀行・郵便局、コンビニエンスストア。

※�ゆうちょ銀行・郵便局、コンビニエンスストアの場

合は、納期限内でないと納められません。

※�バーコード印刷のない納付書（金額が 30 万円を超

える納付書、平成 26 年度以前に発行された納付書）

やバーコードの読み込みができない場合は、コンビ

ニエンスストアでの納付はできません。

■�納期限

納期限

税目

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

4/30（木）6/1（月）6/30（火）7/31（金）8/31（月）9/30（水）11/2（月）11/30（月）12/25（金）2/1（月）2/29（月）3/31（木）

市県民税 1 期 2 期 3 期 4 期

固定資産税 1 期 2 期 3 期 4 期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9 期 10 期 11 期 12 期

■問い合わせ　・�納税方法について…税務課 収税係（内線 667・668・669・681）

　　　　　　　・�国民健康保険税について…税務課 市民税係（内線 665・666）

平成 27 年度 市税のお知らせ

　　　平成 27 年度の納税通知書を次の日程で発送します。

　　　　　● 固定資産税　4 月 15 日（水）　　　● 国民健康保険税 暫定分（1 ～ 3 期）　4 月 15 日（水）

　　　　　● 軽自動車税　5 月 15 日（金）　　　 確定分（4 ～ 12 期）　7 月 15 日（水）

　　　　　● 市県民税　　6 月 15 日（月）

《国民健康保険税について》

★暫定分とは？

�　・�暫定税額は、昨年度の保険年税額で計算します。

　　暫定税額＝平成 26 年度保険年税額 × 3／12

　・�平成 27 年度保険税額は 7 月に確定し、暫定

税額の過不足を調整して通知します。

※�平成 26 年度途中で加入した場合は、1 年間加

入していたとしての保険税額で計算します。

★納税方法が年金天引きの人

　�　平成 27 年度特別徴収開始通知書を 4 月上旬

に送付します。この通知書は、4・6・8 月の年

金から天引きとなる保険税額（仮徴収分）の通

知です。平成 27 年度保険税額は 7 月に確定し、

10・12・2 月の本徴収で仮徴収分の過不足を調

整して通知します。
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「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4 月 1 日施行）に基づき公表するものです。

02 月 26 日入札 建設工事等発注状況
工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

阿賀野市公共下水道道路復旧工事 ㈱帆苅組 3,510,000 円 99.1% 指名競争 H27.03.27 6

明視野観察用生物顕微鏡購入 源川医科器械㈱ 1,393,200 円 99.2%
制限付

一般競争
H27.03.27 1

卓上遠心分離器購入 源川医科器械㈱ 384,480 円 97.5%
制限付

一般競争
H27.03.27 1

内視鏡システム（一式）購入 源川医科器械㈱ 28,080,000 円 98.8%
制限付

一般競争
H27.03.27 1

個人用透析監視装置購入
ジェイメディカ
ル㈱

26,244,000 円 99.6%
制限付

一般競争
H27.03.27 2

移動型デジタル式汎用Ⅹ線診断装置
購入

㈱池田医療電機 26,460,000 円 98.0%
制限付

一般競争
H27.03.27 2

超音波画像診断装置（その 1）購入
ジェイメディカ
ル㈱

12,420,000 円 95.8%
制限付

一般競争
H27.03.27 2

超音波画像診断装置（その 2）購入
ジェイメディカ
ル㈱

40,500,000 円 95.7%
制限付

一般競争
H27.03.27 2

全景カメラシステム購入 源川医科器械㈱ 6,318,000 円 97.5%
制限付

一般競争
H27.09.10 1

お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
4
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
が
全
国
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、「
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
」「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
借

金
が
返
せ
な
い
」「
お
金
が
な
く
て
病

院
に
行
け
な
い
」
な
ど
、
皆
さ
ん
が
抱

え
て
い
る
困
り
事
を
お
聞
き
し
、
解
決

に
向
け
た
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
悩

み
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
困
り
事
が
あ
れ
ば
一
人
で
抱
え
ず
、

ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
後
は
、
内
容
に
よ
り
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
専
門
の
支
援
員
が
あ
な
た
に

寄
り
添
い
な
が
ら
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
相
談
窓
口
に
来
れ
な
い
場
合
は
、
支

援
員
が
訪
問
し
、
悩
み
事
を
お
聞
き
し

ま
す
の
で
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
67
‐
９
５
０
０

有
害
鳥
類
捕
獲
等
を
実
施

　
カ
ラ
ス
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
実
施
し
ま
す
。
事
故
防

止
の
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
4
月
11
日
（
土
）
～
5
月
31

日
（
日
）

▼
時
間
＝
主
に
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の

日
の
出
か
ら
正
午
ま
で

▼
区
域
＝
阿
賀
野
市
一
円
（
瓢
湖
、
五

頭
連
峰
、
山
崎
鳥
獣
保
護
区
を
除
く
）

▼
捕
獲
対
象
＝
カ
ラ
ス
等
鳥
類

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課 

農
林
振
興

係
（
内
線
６
７
３
）

平
成
27
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
程

　
銃
砲
刀
剣
類
は
原
則
と
し
て
所
持
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
特

に
美
術
品
や
骨こ

っ

董と
う

品
と
し
て
価
値
あ
る

も
の
は
、
登
録
審
査
会
で
審
査
を
受
け

て
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
の
交
付
を

受
け
れ
ば
、
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
審
査
会
日
程

①�

新
潟
会
場
…
4
月
16
日
（
木
）、
8

月
20
日
（
木
）、
11
月
19
日
（
木
）、

平
成
28
年
1
月
21
日
（
木
）

②�

長
岡
会
場
…
6
月
18
日
（
木
）、
10

月
15
日
（
木
）、
平
成
28
年
2
月
18

日
（
木
）

※�

日
程
・
会
場
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
2
時
30
分

▼
会
場

①�

新
潟
会
場
…
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
ま

た
は
職
員
会
館
（
新
潟
市
中
央
区
新

光
町
4
‐
1
）

②�

長
岡
会
場
…
長
岡
地
域
振
興
局
会
議

室
棟
2
階
「
大
会
議
室
」（
長
岡
市

沖
田
2
‐
１
７
３
‐
2
）

▼
持
参
す
る
も
の

①�

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣

類
②�

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署

が
発
行
し
た
も
の
）

③�

審

査

手

数

料
（

1
件
に
つ
き

６
３
０
０
円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
会
で
登

録
対
象
外
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
で

も
返
還
し
ま
せ
ん
）

※�

印
鑑
は
不
要
で
す
。

◎
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
場
合

①�

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

②�

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
届
け

出
後
、
登
録
審
査
会
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

③�

登
録
審
査
会
に
代
理
人
が
出
席
す

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

④�

登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
で
定
め

る
鑑
定
の
基
準
（
美
術
的
価
値
、

伝
統
的
な
製
作
方
法
等
）
に
よ
り

審
査
し
ま
す
。

※�

移
動
の
際
は
、
危
険
の
な
い
よ
う

梱
包
し
、
盗
難
等
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

新
潟
県 

教
育
庁 

文
化
行
政
課
　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
１
９

4
月
の
第
3
日
曜
（
家
庭
の
日
）

地
域
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
す

　
毎
月
第
3
日
曜
は
、家
庭
の
日
で
す
。

　
地
域
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

環
境
美
化
や
地
域
貢
献
の
ほ
か
、
清
掃

活
動
を
通
し
て
地
域
の
大
人
と
子
ど
も

た
ち
が
「
面
識
」
を
深
め
、
危
険
箇
所

を
「
点
検
」
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
連

携
と
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　
家
族
や
自
治
会
の
人
か
ら
、
小
中
学

生
も
参
加
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
期
日
＝
4
月
19
日
（
日
）

▼
清
掃
方
法

　
自
治
会
周
辺
の
道
路
や
子
ど
も
の
遊

び
場
・
公
園
な
ど
公
共
的
な
場
所
を
清

掃
し
、
ご
み
を
集
め
ま
す
。

▼
分
別
方
法

　
燃
え
る
ご
み
は
、
各
自
治
会
の
収
集

日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
。
缶
・
び

ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
分
別
し
て
各

自
治
会
の
指
定
集
積
場
所
（
１
か
所
）

へ
。
※
当
日
回
収
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

中
古
車
の
販
売
店
選
び
や
契
約

慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う

　
春
は
車
を
購
入
す
る
機
会
が
多
い
季

節
で
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
は
、
中
古

車
の
購
入
に
関
す
る
相
談
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　
車
の
ト
ラ
ブ
ル
は
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
中
古
車

を
購
入
す
る
際
は
、
慎
重
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

・�

中
古
車
の
品
質
を
見
極
め
る
こ
と
は

大
変
困
難
で
す
。
信
頼
で
き
る
業
者

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・�

自
動
車
の
売
買
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
契
約
内

容
を
慎
重
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

事
業
者
と
の
約
束
は
、
必
ず
注
文
書

な
ど
の
書
面
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　
市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

別
の
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・�

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

募 　

集 

瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

参
加
団
体
募
集

　
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
歌
、
ダ
ン
ス
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
3
時
（
予
定
）

▼
応
募
資
格
＝
5
分
～
15
分
程
度
ス

テ
ー
ジ
で
発
表
で
き
る
、
市
内
在
住
・

在
勤
の
人
を
含
む
団
体
等
。

▼
申
込
方
法
＝
「
第
34
回
瓢
湖
あ
や
め

ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
参
加
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
商
工

観
光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
4
月
17
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
参
加
希
望
団
体
が
多
数
の

場
合
、
あ
や
め
ま
つ
り
運
営
委
員
会
で

選
考
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

観
光
係
（
内
線
３
４
１
・
３
４
３
）

平
成
27
年
度

新
潟
県
警
察
官
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
警
察
官
Ａ
採
用
（
大
学
卒
業
者
）

・�

男
性
警
察
官
Ａ
…
１
０
０
人
程
度

・�

女
性
警
察
官
Ａ
…
12
人
程
度

・�

男
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
柔
道
）
…

1
人
程
度 

・�

男
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
剣
道
）
…

1
人
程
度

・�

女
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
柔
道
）
…

1
人
程
度 

・�

女
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
剣
道
）
…

1
人
程
度

②�

警
察
官
Ｂ
採
用（
大
学
卒
業
者
以
外
）

・�

男
性
警
察
官
Ｂ
…
10
人
程
度

・�

女
性
警
察
官
Ｂ
…
2
人
程
度

▼
採
用
予
定
年
月
日
＝
平
成
28
年
4
月

1
日
〔
警
察
官
Ａ
（
武
道
を
含
む
）
の

既
卒
者
の
み
、本
人
の
意
向
を
確
認
し
、

平
成
27
年
10
月
1
日
の
採
用
あ
り
〕

▼
一
次
試
験
＝
5
月
10
日
（
日
）

▼
受
付
期
間
＝
4
月
9
日
（
木
）
午
後

5
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

▼
そ
の
他
＝
受
験
資
格
や
日
程
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

新
潟
県
警
察
本
部 

警
務
課 

採
用
係

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
０
３
３
４

・�

阿
賀
野
警
察
署
　
☎
63
‐
０
１
１
０

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦

�

明
治
安
田
生
命
Ｊ
1
リ
ー
グ 

1
ｓ
ｔ

ス
テ
ー
ジ 

第
14
節 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟 

対 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

▼
日
時
＝
5
月
30
日
（
土
）
午
後
1

時
試
合
開
始

▼
会
場
＝
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・
Ｅ
ス
タ

ン
ド
自
由
席
の
み
）
▼
応
募
条
件
＝
阿

賀
野
市
在
住
者

▼
募
集
人
数
＝
５
０
０
人

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
①
5
月
30
日
甲
府
②
住
所
③
氏

名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
あ
る
人
の
み
）
⑥
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
2
枚
ま
で
）
⑦
後
援

会
資
料
請
求
（
す
る
・
し
な
い
）
を
記

載
し
、
返
信
用
の
表
面
に
返
信
先
の
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
（
返
信
裏
面
は
白

紙
の
ま
ま
）、
宛
先
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

今
年
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
の

上
限
は
2
枚
と
な
り
ま
す
。
3
枚
以

上
を
希
望
す
る
場
合
、
チ
ケ
ッ
ト
引

換
所
で
優
待
価
格
（
大
人
１
６
０
０

円
、
小
中
高
生
５
０
０
円
）
で
販
売

し
ま
す
。
ま
た
、
1
枚
５
０
０
円
で

指
定
席
へ
の
変
更
も
可
能
で
す
。

※�

往
復
は
が
き
は
各
自
用
意
す
る
こ

と
。
応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限

り
有
効
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
5
月
15
日
（
金
）
必
着

▼
受
け
渡
し
＝
招
待
の
可
否
を
返
信
用

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
5
月
22

日
（
金
）
ご
ろ
の
予
定
）。
電
話
で
の

可
否
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
不

可
。
当
選
者
は
、
返
信
は
が
き
を
持
参

し
て
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
E
ゲ
ー
ト
前
広

場
の
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
チ
ケ
ッ

ト
に
引
き
換
え
、
入
場
・
観
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
宛
先
＝
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４
　
新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10
　
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係

▼
そ
の
他
＝
ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
、

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
公
式
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会
　
村
山
　
☎
０
２
５
‐

２
８
２
‐
０
０
１
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



■お知らせ版 ■お知らせ版

25 24平成 27 年 4 月号 平成 27 年 4 月号

募 　

集 

第
35
回

福
島
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

参
加
者
募
集

　
福
島
潟
の
自
然
環
境
保
全
活
動
と
し

て
、「
福
島
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
潟
に
は
、
近
隣
地
域
で
捨
て
ら

れ
た
不
法
投
棄
の
ご
み
が
多
く
流
れ
つ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
み
の
一
斉
清
掃

や
福
島
潟
の
貴
重
な
自
然
の
維
持
の
た

め
、
市
民
や
周
辺
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
18
日
（
土
）
午
前
9
時

～
11
時
※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
＝
福
島
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

本
部
前
（
福
島
潟
東
部
揚
水
機
場
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
福
島
潟
環
境
保
全
対

策
推
進
協
議
会
（
新
潟
市
北
区
区
民

生
活
課
内
）　
☎
０
２
５
‐
３
８
７
‐

１
２
９
５

市
民
の
掲
示
板

開
催
決
定
！

第
3
回
昭
和
の
乗
り
物
大

集
合
in
阿
賀
野
２
０
１
５

　
地
域
の
活
性
化
と
市
の
Ｐ
Ｒ
、
交
流

な
ど
を
目
的
に
、
今
年
も
「
昭
和
の
乗

り
物
大
集
合
in
阿
賀
野
」
を
開
催
し
ま

す
。
出
展
、参
加
登
録
な
ど
詳
し
く
は
、

「
昭
和
の
乗
り
物
大
集
合
in
阿
賀
野
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時

～
午
後
3
時

▼
会
場
＝
笹
神
支
所
・
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
＝
昭
和
の
乗
り
物
大

集
合
実
行
委
員
　
坂
詰
　
☎
０
９
０
‐

８
８
７
３
‐
６
０
３
９
（
午
後
6
時
～

9
時
受
付
）

市
島
春
城
の

随
筆
を
読
む
会

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時

～
正
午
▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の

家
▼
内
容
＝
随
筆
「
鯨
肝
録
」
の
「
郷

土
自
慢
」（
コ
ピ
ー
を
配
布
）
▼
参
加

費
＝
２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会
　
小
泉

☎
62
‐
３
６
４
４

ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
講
演
会

▼
日
時
＝
4
月
11
日
（
土
）
午
後
1
時

～
4
時
▼
会
場
＝
サ
ン
ト
ピ
ア
牧
場

「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」（
久
保
1
‐
1
）
▼

演
題
＝
「
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
」
▼
内
容

＝
馬
と
の
き
め
細
か
な
触
れ
合
い
が
つ

く
り
出
す
波
及
効
果
や
、
運
動
機
能
を

高
め
る
（
身
体
的
効
果
）・
脳
神
経
を

刺
激
す
る
（
精
神
的
な
効
果
）
な
ど
、

心
身
両
面
へ
の
直
接
セ
ラ
ピ
ー
の
効

果
。
▼
講
師
＝
寄
田
勝
彦
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
）
▼
定
員
＝
先
着
50
人
▼
参

加
費
＝
１
０
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
新
潟
ラ
イ
ト
（
㈱
ク
ル
マ
ヤ
内
）

☎
62
‐
０
２
４
１

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
ク
ー
ル

　
メ
タ
ボ
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
の
た

め
に
、
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
4
月
7
日
（
火
）、
14
日
（
火
）、

21
日
（
火
）、
28
日
（
火
）
午
後
7
時
30

分
～
8
時
30
分
（
全
4
回
）
▼
会
場
＝

京
ヶ
瀬
中
学
校
「
体
育
館
」
▼
講
師
＝

福
島
秀
子
氏
（
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
）
▼
参
加
費
＝
２
０
０
０

円
（
参
加
回
数
に
関
わ
ら
ず
）
▼
持
ち

物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物
、

上
履
き
、
1
㎏
の
ダ
ン
ベ
ル
（
な
く
て

も
可
）
▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。

時
間
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
レ
デ
ィ
ー
ス
　
渡
辺
　
☎
０
９
０
‐

７
１
９
０
‐
８
０
３
５

国
道
49
号

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!

　
阿
賀
野
市
を
大
切
に
し
た
い
、
き
れ

い
に
し
た
い
と
思
う
人
た
ち
の
交
流
と

環
境
美
化
活
動
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
富ふ

栄え
い

人じ
ん

」
で
は
、
毎
年

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
安
田
地
区
の
小
松
か
ら
京
ヶ

瀬
地
区
の
下
黒
瀬
ま
で
、
市
を
縦
断
す

る
20
㎞
弱
の
国
道
49
号
を
８
つ
の
区
間

に
分
か
れ
て
大
規
模
な
ご
み
拾
い
を
行

い
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
の
上
、
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
26
日
（
日
）
午
前
9
時

～
正
午
（
午
前
8
時
30
分
集
合
）
※
小

雨
決
行
▼
集
合
場
所
＝
安
田
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
デ
ィ「
駐
車
場
」

▼
持
ち
物
＝
軍
手
、
ト
ン
グ
、
飲
み
物

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。集
合
後
、

各
区
間
を
受
け
持
つ
班
に
振
り
分
け
、

ス
タ
ッ
フ
が
送
迎
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
富
栄
人
　
山
口

☎
０
９
０
‐
４
３
７
５
‐
６
２
９
６

い
き
い
き
健
康
家
族
の

集
い

　
笑
っ
て
長
生
き
「
い
き
い
き
家
族
の
集

い
」
で
は
、
参
加
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
2
土
曜
、
午
後
1
時

30
分
～
2
時
30
分

▼
会
場

・�

水
原
公
民
館
2
階
「
研
修
室
」（
4
月
）

・�

福
祉
会
館
1
階「
研
修
室
」（
5
月
以
降
）

▼
対
象
＝
性
別
年
齢
問
わ
ず

▼
内
容
＝
脳
活
性
化
の
軽
体
操
、
簡
単

な
ゲ
ー
ム
、
唱
歌
・
童
謡
、
長
生
き
音

頭
な
ど
の
踊
り
▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

／
回
（
会
場
で
徴
収
）
▼
定
員
＝
15
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
い
き
い

き
健
康
家
族
の
集
い
　
南
場
　
☎
62
‐

５
９
２
９

出
張
喫
茶
「
オ
ア
シ
ス
」

　
5
月
か
ら
、
新
し
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
心
の
オ
ア
シ
ス
・
憩
い
の
場
を
設
け

ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場
可
能
で
す
。

気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
月
曜
、
午
後
1
時

～
4
時
※
入
退
場
自
由
で
す
。

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
対
象
＝
性
別
年
齢
問
わ
ず

▼
内
容
＝
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
（
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
）、
ビ
デ
オ
上
映
、
図
書
コ
ー

ナ
ー
、
趣
味
コ
ー
ナ
ー
（
手
芸
な
ど
）、

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
（
随
時
）
▼
参
加
費

＝
１
０
０
円
／
回
（
会
場
で
徴
収
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
出
張
喫
茶
「
オ
ア
シ

ス
」　
南
場
　
☎
62
‐
５
９
２
９

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
4
月
12
日
（
日
）、26
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所
　

山
崎
　
☎
63
‐
２
０
５
０

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

香
墨
会
作
品
展

▼
日
時
＝
4
月
1
日
（
水
）
～
5
月
31

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
た

だ
し
、
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
1
階
「
市
民
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
4
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）
▼
内
容
＝

そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会
▼
参
加
費
＝

１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館
　
☎
63
‐
１
７
２
２

犬
の
し
つ
け
教
室

　「
散
歩
中
に
犬
に
引
っ
張
ら
れ
る
」

「
犬
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
」「
や
た

ら
と
ほ
え
る
」
な
ど
、
こ
ん
な
悩
み
に

獣
医
や
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
が
答
え
ま

す
。

◎�

講
義
講
習

▼
日
時
＝
5
月
31
日
（
日
）
午
後
2
時

～
4
時
▼
会
場
＝
コ
モ
プ
ラ
ザ
（
新
発

田
市
舟
入
町
3
‐
9
‐
23
）
▼
内
容
＝

犬
に
関
す
る
法
律
、
家
庭
犬
の
し
つ
け

方
と
犬
語
の
勉
強
▼
受
講
料
＝
無
料
▼

定
員
＝
先
着
１
０
０
人

◎�

実
技
講
習
（
2
班
に
分
け
て
実
施
）

▼
日
時
＝
6
月
7
日（
日
）、14
日（
日
）、

28
日
（
日
）、7
月
5
日
（
日
）（
全
4
回
）

・�

Ａ
班
…
午
前
9
時
～
10
時

・�

Ｂ
班
…
午
前
10
時
10
分
～
11
時
10
分

▼
会
場
＝
Ｄ
ｏ
ｇ 

Ｒ
ｕ
ｎ 

ぶ
ら
ぼ
ぉ

（
胎
内
市
長
橋
堤
沢
下
４
２
１
‐
4
）

▼
内
容
＝
し
つ
け
の
基
本
動
作
、
ア
イ

コ
ン
タ
ク
ト
、
指
示

▼
参
加
資
格

・�

講
義
講
習
受
講
者
で
、
4
回
全
て
に

参
加
で
き
る
こ
と
。

・�（
一
社
）
新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
の

会
員
で
あ
る
こ
と
。（
未
加
入
の
場
合

は
、
講
義
講
習
時
に
入
会
し
て
く
だ

さ
い
。
一
般
会
員
２
０
０
０
円
／
年
）

・�

飼
い
犬
は
生
後
4
か
月
以
上
で
、
狂

犬
病
予
防
注
射
、
5
種
以
上
の
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
こ
と
。

▼
受
講
料
＝
２
０
０
０
円
▼
定
員
＝
各

班
先
着
10
人
▼
申
し
込
み
＝
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市

民
生
活
課
ま
た
は
動
物
病
院
に
あ
り
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
新
潟
県
動
物
愛
護
協
会 

下
越

支
部
事
務
局

〒
９
５
７
‐
０
０
６
４
　
新
発
田
市
奥

山
新
保
４
３
０
　
下
越
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
内

☎
０
２
５
４
‐
24
‐
０
２
０
７

Ⓕ
０
２
５
４
‐
24
‐
０
２
７
２

健
康
・
子
育
て

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

病
児
保
育
事
業

　
病
児
保
育
事
業
と
は
、
病
気
の
治
療

中
ま
た
は
病
気
の
回
復
期
に
至
ら
な
い

子
ど
も
で
、
保
護
者
が
勤
務
等
の
都
合

に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
児
童

を
、
専
用
の
施
設
で
一
時
的
に
預
か
る

事
業
で
す
。
市
で
は
、
水
原
郷
病
院
の

敷
地
内
に
病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◎
利
用
登
録
の
再
申
請
に
つ
い
て

　
利
用
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
申
請
が
必

要
で
す
。
現
在
登
録
し
て
い
る
人
で
、
平

成
27
年
度
も
継
続
し
て
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
、
再
度
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
病
児
保
育
室
ま
た
は
社
会

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
請

時
は
、
申
請
書
と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
対
象
年
齢
や
開
設
日
を
拡
大
し
、
さ

ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
の
子

ど
も
で
、
生
後
6
か
月
か
ら
小
学
3
年

生
ま
で
の
人
（
平
成
26
年
度
ま
で
は
満

1
歳
か
ら
が
対
象
）

▼
開
設
日
時
＝
月
曜
、
火
曜
、
木
曜
、
金

曜
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8

時
～
午
後
6
時
（
水
曜
で
も
開
設
す
る
日

が
あ
り
ま
す
。
予
約
時
に
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
医
師
連
絡
票
取
扱
医
療
機
関

・�

水
原
郷
病
院
小
児
科
（
岡
山
町
13
‐
23
）

・�

や
ま
ざ
き
小
児
科
（
岡
山
町
7
‐
12
）

・�

さ
さ
が
わ
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新
潟

市
江
南
区
亀
田
四
ツ
興
野
2
‐
5
‐
14
）

・�

さ
と
う
小
児
科
医
院
（
新
潟
市
江
南

区
横
越
中
央
2
‐
1
‐
11
）

▼
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ

・�

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」

　
☎
63
‐
８
０
５
１

・�

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
線

２
４
１
）

育
児
サ
ー
ク
ル
「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」

会
員
・
参
加
者
募
集

　
入
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が

楽
し
む
育
児
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
市
内
の
人
、
市
外

か
ら
嫁
い
で
き
た
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
と
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
年
間
を
通
し
て
季
節
行
事
、
幼
稚

園
・
保
育
園
・
消
防
署
の
見
学
な
ど
市

内
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
金
曜
、
午
前
10
時
～
11

時
30
分
▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
（
外
出

も
あ
り
）
▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
回

（
子
ど
も
用
お
や
つ
、
保
護
者
の
お
茶
、

運
営
費
）
▼
会
費
＝
３
０
０
円
／
月
▼

持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

子
ど
も
の
飲
み
物
、
オ
ム
ツ
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
い
ち
ご
ク
ラ
ブ 

代

表
　
百
都
　
☎
０
９
０
‐
３
４
７
３
‐

４
６
６
０

（広 告）

♥
地
産
地
消
　
阿
賀
野
の
恵
み
　
米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

畳のご用命は、安心の畳屋さん
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（広 告）

健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　
育
児
に
奮
闘
中
の
皆
さ
ん
、
花
ど
け

い
で
子
ど
も
を
思
い
切
り
遊
ば
せ
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
子
育
て
の
ベ
テ
ラ
ン
が
、
子
ど
も
の

保
育
を
サ
ポ
ー
ト
！ 

季
節
ご
と
に
イ

ベ
ン
ト
も
用
意
し
、
家
庭
的
な
雰
囲
気

の
中
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
4
月
13
日
（
月
）、27
日
（
月
）

※
第
2
・
第
4
月
曜

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※�

4
月
か
ら
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

○�

4
月
13
日
（
月
） 

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　「
自
由
遊
び
の
日
」

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
、
絵
本
が
い
っ
ぱ
い
の
ミ
ニ
図

書
館
も
オ
ー
プ
ン
。
子
ど
も
が
自
由
に

遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
も
た
く
さ
ん
用
意
し

て
い
ま
す
。

○�

4
月
27
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　「
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
」

　
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら

の
催
し
物
が
た
く
さ
ん
！
「
花
ど
け

い
っ
て
ど
ん
な
ト
コ
？
」
と
思
っ
て
る

皆
さ
ん
、一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、帯
な
ど
）

※�

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
い
ち
ご
み
る
く
”

◎�
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
一
緒
に
活
動
し
て
も
ら
え
る
人
を
募

集
中
。
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

４
月
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
～

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
4
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図

書
室
　
☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎�

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
4
月
6
日（
月
）、13
日（
月
）、

16
日
（
木
）、20
日
（
月
）、27
日
（
月
）、

29
日
（
水
・
祝
）

◎�

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
4
月
3
日（
金
）、10
日（
金
）、

17
日
（
金
）、23
日
（
木
）、24
日
（
金
）、

29
日
（
水
・
祝
）

※�

２
０
１
５
年
・
第
57
回
こ
ど
も
の
読

書
週
間
〔
4
月
23
日
（
木
）
～
5
月

12
日
（
火
）〕

夜
間
役
所
（
4
月
）

▼
期
日
＝
4
月
1
日
（
水
）、15
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
会
場
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）は
交
付
の
み
で
す
。

若
者
の
就
労
支
援

出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」

　
若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

「
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　「
働
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
人
付
き
合
い
が

苦
手
で
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」「
仕
事

に
就
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将
来
が
心

配
」
な
ど
、
就
職
に
つ
い
て
悩
み
の
あ

る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
、
午

後
2
時
～
4
時
▼
会
場
＝
水
原
公
民
館

2
階
「
研
修
室
」
▼
対
象
＝
15
歳
～
39

歳
ま
で
の
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
そ
の
他
＝
相
談
無
料
。
相
談
は
予
約

制
で
1
回
50
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
下
越
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
７
３
５
（
祝
日
、

第
2
金
曜
を
除
く
月
曜
～
金
曜
、
午
前

10
時
～
午
後
5
時
）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・�

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・�

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・�

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※�
い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

西潟　昭一	 80 歳	 3.1	 六野瀬

浅田　　浩	 80 歳	 3.3	 保　田

遠藤　喜一	 82 歳	 3.3	 笹　岡

阿部　二郎	 81 歳	 3.3	 下条町

中澤フミエ	 91 歳	 3.4	 中　潟

志田　長三	 73 歳	 3.5	 保　田

佐藤　ウイ	 75 歳	 3.5	 藤　屋

渡邉　寅二	 85 歳	 3.6	 保　田

髙澤　はま	 94 歳	 3.6	 中央町 2

小嶋　與　	 89 歳	 3.7	 六野瀬

神田　新一	 81 歳	 3.7	 七　島

高橋　コト	 98 歳	 3.8	 中央町 2

地濃　シン	 94 歳	 3.9	 水ケ曽根

古川　ウメ	 86 歳	 3.9	 福　田

小林　新次	 83 歳	 3.9	 外城町

渡邊キミエ	 86 歳	 3.9	 保　田

大月　康榮	 71 歳	 3.9	 塚　田

齋藤ミノル	 88 歳	 3.10	 小　浮

権部　政男	 75 歳	 3.10	 東　町

權瓶　勝教	 94 歳	 3.11	 小　松

内藤　惣一	 91 歳	 3.12	 猫　山

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

豊﨑　もえ	 緑　岡

永島　若
わか

奈
な

	 庄ケ宮

宮嶋　柚
ゆ

和
わ

	 山　崎

波多野倉
くら

丈
と

	 保　田

成海りりな	 村　杉

五十嵐央
おと

和
わ

	 中島町

上田　幸
こう

汰
た

	 若葉町

小林　禾
か

歩
ほ

	 金田町

本間　大
たい

翔
が

	 金田町

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

幸　雄
ゆりえ
昌　英
佑季子
和　彰
みゆき
裕　介
明　子
裕　太
智恵子
直　哉
由　佳
宏　幸
芙美子
孝　章
笑　子
広　人
美　和

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（3 月 1 日～ 3 月 15 日届出分）

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）
▼
日
時
＝

4
月
28
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
～
4

時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予
約
制 

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
～
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
期
日
＝
4
月
15
日
（
水
）
※
毎
月
第

3
水
曜
に
開
催

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

◎行政相談
　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1 階「相談室」＝ 4 月 10 日（金）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」
※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■�日程＝原則、毎月第 1、3 水曜〔5 月の第 1 週は、5 月 7 日（木）〕

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分（1 人 30 分間）

■会場＝市役所１階「相談室」

※�お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9 時～午後 5 時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4 時

◎問い合わせ
　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（広 告）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。


